














Synthetic  study of new fluorine contained organic compounds  using 
tri fluoromethyl ketone derivatives.  
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ために、各種の TFMKs および MKs を用いてジエチル亜鉛 -DMEDA 触媒を用
いた直接的アルドール反応を検討し一般性の証明を行った。  
 





炭素－炭素 2 重結合を有するトリフルオロメチル  -エノン誘導体が、インド
ールとのフリーデル－クラフツアルキル (F-C)反応に応用出来ると考えたので
ある。様々な条件検討の結果、ランタノイドトリフラートを用いることでイン























F-C 反応を検討し一般性の証明を行った。  
 
 
 
また、得られたトリフルオロメチルプロパルギルアルコールにトリフルオロ
酢酸を酸触媒に用いてインドール誘導体を反応させることで、含フッ素非対称
ビスインドリル誘導体が高収率で得られることを見出した。  
 
 
 
 以上、著者はトリフルオロメチルケトンおよびメチルケトン誘導体の官能基
選択的還元反応、直接的アルドール反応、並びに不飽和トリフルオロメチルケ
トン誘導体を用いたフリーデル -クラフツアルキル化反応および含フッ素非対
称ビスインドリルプロピン誘導体の合成を達成した。  
